
一
学
期
の
成
長
を
基
盤
に
し
て
、
挑
戦
す
る
夏
休
み
に 
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頭
、
心
、
体
を
鍛
え
よ
う
～ 
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一
年
教
室
前
の
廊
下
を
歩
い
て
い
る
と
、
「
か
ぞ
く
が
、

げ
ん
き
に
く
ら
せ
る
よ
う
に
」
と
い
う
七
夕
の
短
冊
が
目
に

留
ま
り
ま
し
た
。
私
は
、
家
族
を
思
う
優
し
さ
に
あ
ふ
れ
た

願
い
に
心
を
打
た
れ
、
「
脇
本
小
の
子
供
た
ち
の
夢
が
叶
い

ま
す
よ
う
に
」
と
夜
空
を
見
上
げ
、
願
い
事
を
し
ま
し
た
。 

さ
て
、
脇
本
小
は
、
四
月
か
ら
小
中
一
貫
校
、
小
学
校
高

学
年
教
科
担
任
制
モ
デ
ル
校
と
し
て
歩
み
始
め
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
小
・
中
連
携
を
意
識
し
な
が
ら
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
等
の

共
通
実
践
事
項
の
徹
底
に
よ
る
「
学
力
向
上
」
、
家
庭
と
の

連
携
に
よ
る
「
い
じ
め
見
逃
し
０
」
、
一
校
二
運
動
に
よ
る

「
体
力
向
上
」
に
重
点
を
置
い
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
「
あ

き
ら
め
な
い
心
」
、
「
一
歩
踏
み
出
す
勇
気
」
の
大
切
さ
に

つ
い
て
、
折
に
触
れ
て
指
導
し
て
き
ま
し
た
。 

お
か
げ
で
、
学
習
意
欲
が
向
上
し
た
り
、
自
分
や
友
達
の

よ
さ
に
気
付
い
た
り
す
る
子
供
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
今
学

期
の
成
果
で
あ
る
心
の
成
長
を
感
じ
た
場
面
の
一
例
と
し

て
、
四
年
生
の
環
境
調
査
の
一
コ
マ
を
紹
介
し
ま
す
。 

こ
の
調
査
の
お
二
人
の
講
師
は
、
姶
良
市
の
く
す
の
木
自

然
館
か
ら
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
が
初
め
て
と
な

る
石
神
愛
梨
先
生
は
、
生
ま
れ
つ
き
両
肘
か
ら
先
が
あ
り
ま

せ
ん
。
代
表
の
浜
本
麦
先
生
は
、
「
ぼ
く
よ
り
運
転
が
う
ま

い
か
ら
、
今
日
も
運
転
し
て
も
ら
っ
て
来
た
よ
。
」
「
パ
ソ

コ
ン
も
上
手
で
、
足
で
打
つ
ん
だ
よ
。
」
「
小
学
生
の
子
供

が
い
る
お
母
さ
ん
だ
か
ら
、
ご
飯
も
作
れ
る
ん
だ
よ
。
」
と

矢
継
ぎ
早
に
石
神
先
生
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

す
る
と
、
四
年
生
の
子
供
た
ち
は
「
す
ご
い
！
」
と
尊
敬

の
ま
な
ざ
し
で
石
神
先
生
を
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。
石
神
先

生
の
「
何
で
も
質
問
し
て
い
い
よ
。
」
の
声
を
聞
い
た
子
供

た
ち
は
、
我
先
に
と
話
し
か
け
て
い
ま
し
た
。
こ
の
「
す
ご

い
！
」
と
積
極
的
に
話
し
か
け
る
姿
に
、
多
様
性
を
尊
重
す

る
心
、
他
者
の
努
力
や
思
い
に
気
付
く
心
、
主
体
的
に
相
手

と
関
わ
ろ
う
と
す
る
心
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
脇
本
小
の
子

供
た
ち
の
内
面
の
成
長
を
感
じ
る
場
面
を
目
の
当
た
り
に
し

て
、
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
折
し
も
八
月
は
、
人

権
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
で
す
。
自
分
の
人
権
だ
け
で
な

く
、
他
人
の
人
権
に
つ
い
て
も
正
し
く
理
解
し
、
一
人
一
人

の
多
様
性
を
認
め
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
心
の
壁
を
作
ら

な
い
、
く
す
の
木
自
然
館
の
お
二
人
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
保
護
者
、
地
域
の
皆
様
に
は
、

一
学
期
の
間
、
学
校
へ
の
ご
支
援
・
御
協
力
を
賜
り
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
四
十
二
日
間
の
夏
休
み
は
、
子
供

た
ち
が
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て
、
様
々
な
体

験
活
動
に
挑
戦
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
体
験
と
振

り
返
り
を
と
お
し
て
「
頭
、
心
、
体
」
を
鍛
え
ほ
し
い
、
そ

し
て
、
一
人
一
人
が
成
長
を
自
覚
で
き
る
夏
に
し
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。
夏
休
み
は
、
子
供
た
ち
の
居
場
所
が
ご

家
庭
や
地
域
に
な
り
ま
す
の
で
、
見
守
り
を
お
願
い
し
ま
す
。 

私
は
一
か
月
遅
れ
の
七
夕
ま
で
に
、
「
子
供
た
ち
が
本
気

で
挑
戦
す
る
夏
休
み
に
な
り
ま
す
よ
う
に
」
と
短
冊
に
し
た

た
め
て
お
き
ま
す
。 
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８・９月行事 

８月 １日（火） 出校日 
   ４日（金） 緑陰読書（10:00～11:00 体育館） 
    17日（木） 山田楽練習（～25日） 
    20日（日） ＰＴＡ空き瓶回収 

21日（月） 出校日 
   
９月 １日（金） 始業式 
   ８日（金） 授業参観・学級ＰＴＡ 
    11日（月） トトロのへや読み聞かせ 
    16日（土） ＰＴＡ愛校作業 
    22日（金） 山田楽宮崎神社奉納 

23日（土） 運動会会場準備 
    24日（日） 第７７回運動会 
    25日（月） 振替休日 
  
   
※ 山田楽練習        ８月 17日（木）～25日（金）
  いじめ問題を考える週間  ９月 １日（金）～ ７日（木）
  学期始め５・６校時カット  ９月 ４日（月）～ ６日（水）
給食指導強調週間        ９月 ４日（月）～ ８日（金）
９月分集金              ９月 11日（月）～13日（水）
脇本っ子見届け週間      ９月 11日（月）～17日（日）

くくろろししおお 

新田川の環境調査 

 14日（金）に，４年生の環境学習として，新田川の河口で生

き物調査を行いました。くすの木自然館の代表理事を務める浜

本麦先生に講師として来ていただき，一緒に干潟の生き物を探

しました。色々な生き物が見つかり，中には絶滅危惧種に指定

されているものもいました。身近な川でも，たくさんの新しい

発見ができたようです。生き物の棲む環境についても教えてい

ただき，楽しく学ぶことができました。   
   
 

適切な対応ありがとうございました～引き渡し下校～ 

 ３日(月)の午後に，阿久根市にも大雨警報と土砂災害警戒情

報が出されました。それを受けて，脇本小学校では，引き渡し

下校を実施しました。6月の訓練の通りに，大きな混乱も無く子

供たちは安全に下校することができました。お忙しい中でのご

協力，本当にありがとうございました。これからも，命の危険

がある場合は，子供たちの安全を第一に考えていきますので，

保護者の皆様のご協力をよろしくお願いします。 

 

PTA遠泳大会に向けて 
23日（日）の PTA遠泳大会に向け，練習 

にもさらに熱が入っています。6月 27日か 

ら放課後の水泳練習をスタートし，今月は 

海練習も無事に終えました。保護者の方， 

地域の方，そして先生方に支えられ，参加 

している子供たちは，着実に泳力を伸ばし 

てきました。40周年の遠泳大会。みんなの 

がんばりが楽しみです。 

 

命を守る水泳 ～着衣水泳～ 

 13日（木）14日（金）に，着衣水泳を実施しました。今年は，

阿久根消防署より講師の方をお招きして，濡れた服で水の中を

動く難しさや，いざというときの行動について学ぶことができ

ました。子供たちも，溺れそうになったときを考え，助けを待

つ姿勢で上手に浮くことができたようです。 

これから海や川でのレ 

ジャーに行くご家庭もあ 

ると思います。今回学ん 

だことを忘れることなく， 

安全に楽しく夏を過ごし 

てください。 

インターネットの危険を学習 

 7日（金）に，情報モラル学習を行いま 

した。講師に子どものネットリスク教育研 

究会副代表兼参与の戸髙先生をお迎えして， 

５・６年生への授業をしていただきました。 

ネット依存の危険性と，その怖さを子供た 

ちも感じたようでした。夏休み前，ぜひご 

家庭でもインターネット利用について話をしてみてください。 


